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「継続企業の前提に関する注記」の記載解消に関するお知らせ 

 
当社グループは、本日開催の取締役会において、第 105期定時株主総会招集通知か

ら、「継続企業の前提に関する注記」の記載を解消することといたしましたので、下記

の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

当社グループは、前連結会計年度まで継続して重要な親会社株主に帰属する当期純損

失を計上しておりました。このことから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるよ

うな状況が存在しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められるとし

て、「継続企業の前提に関する注記」を記載しておりました。 

この状況への対応策として当社グループは、平成 27年 12月に新執行部が発足し、平

成 28年より新たな３年間の中期経営計画（平成 28年から平成 30年まで）を策定して、

構造改善に取り組んでまいりました。 

新執行部では、不採算事業を廃止し、主力の文具事業、ロボット機器事業の２事業

に、限られた経営資源を集中することで基幹事業の経営基盤の強化と収益力の強化を図

る一方で、投資有価証券の売却等により有利子負債の削減に努めてまいりました。 

その結果として、前連結会計年度には営業利益及び経常利益を計上し、当連結会計年

度においては、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益を計上するこ

とが出来ました。 

上記事業の業績の状況及び今後の事業計画に基づき、当社グループは当連結会計年度

末において継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在していないと判

断し、「継続企業の前提に関する注記」を解消することといたしました。 

 

株主をはじめとする関係者の皆様には大変ご心配をおかけしましたが、当社グループ

は、更なる業績向上及び企業価値の増大に努めてまいりますので、引き続きご支援を賜

りますようお願い申し上げます。 
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